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朝５時，簡単な食事を済ませ，散歩に出かけることから私の一日は始まる。

子供たちに押し付けられた犬の散歩のために始めてから，もうかれこれ20年

以上になる。雨の日と土日を除けばほぼ毎日のことで，真冬の冷たい北風も，

真っ暗な道もほとんど苦にならないほど体に染み付いた厄介な習慣病である。

とにかく一日は散歩から。大戦後旧豊川海軍工廠の跡地に造られた野球場，

陸上グラウンド，桜並木などの緑地公園を抜けて佐奈川に出る。５ｍほどの川

幅の小さな川ではあるが，両側の堤防には５km以上にもおよぶ桜並木が続き，

川沿いの道はきれいに整備され，時期ともなれば桜や菜の花も咲き誇る誠にす

ばらしいウォーキングスポットである。季節によって楽しみ方は変わるが，満

天に輝く星空を仰ぎ，朝日を拝み，水の流れと泳ぐ魚に幼いころを思い出し，

水鳥や蝉の鳴き声を聞きながら遠くの山々を眺め，行き交う人たちに「おはよ

うございます」と挨拶をし，新緑の木々の中で新鮮な朝の空気を思いっきり胸

いっぱいに吸えば「今日もいいことありそうだ！」とすっきりさわやかにリフ

レッシュすることができる。

この朝の60分～90分は，肉体的な健康管理というよりは精神的な健康管理と

いう意味で私にとって欠かすことの出来ない時間であり，豊かな自然の恵みに

感謝する時でもある。

自然の恵みである川の水や周辺の木々，草花は，私個人にとってはそういっ

た意味で大切なものではあるが，生活の中ではもっと大きく重要な役割を果た

している。

私たちは，炊事で，風呂で，トイレで，洗濯で「１人当たり１日平均200リッ

トル」つまりドラム缶１本以上の水を使っていると言われている。

また，私たちが生活をしていくなかで欠かすことのできないお米や野菜，果

実といった食物を作るにも，病院での手術にも，工場で製品を作るにも想像以

上に多くの水が使われている。

「水の惑星」とも言われる地球には豊富な水があるが，その97％は海水で，真

水はわずか３％しかないと聞かされた。しかもその半分は氷だ。

人口の増加に加え，生活水準の向上によってますます水の需要は増えること
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になる。何とかしなくては･･･

毎年のことではあるが，台風が来襲し，大雨が降って，山が崩れ，川は氾濫

し農作物にも多大な被害が発生する。雨が降らなければ水不足となり，作物の

生育にも影響し，毎日の生活は節水に苦しむことになる。悩ましい限りである。

山の多い日本では，河川の流れは水源森林に貯えられた水を源流とし，その

水量と水質が地域の自然環境や生活環境の豊かさを左右している。

また森林は，急峻な山地の崩壊を防ぎ，木材を搬出し，動植物の生息地とな

り，ＣＯ2吸収源となり，人々の憩いの場ともなっている。

空から降る雨や雪は，樹冠に遮断され葉や枝に溜まり，その量が多くなれば

一部は幹を伝って流れ，大部分は地上に滴下する。これらは地上を流れて流出

するもの，地下に浸透するもの，蒸発するものに分かれる。

森林の表層土壌は落枝，落葉によって保護され，保水能力，浸透能力が優れ

ている。このため降雨はすぐに流出せず，土壌水や地下水として貯留され徐々

に流出していくことになる。まさに自然のダムではないか。

私の住む愛知県東三河地域は全国でも有数の農業生産高を誇る地域であり，

10年前に設立された「穂の国森づくりの会」を中心に，流域圏の森林の保全，

育成などを通じて潤沢な農業用水の確保と循環型地域社会の実現を図るための

活動が流域住民，企業，行政のパートナーシップの下で続けられており，地域

のJAもこの活動へ積極的に参加している。

JA愛知信連も社会貢献の一環として５年前からこの活動に参加しており，毎

年多くの職員が設楽地区の「きららの里」や豊橋市内の国有林を中心に，植林

や間伐作業のお手伝いをさせて頂いている。

毎朝の散歩で眺める小さな川の流れが絶えることなく，汚れることなく我々

に活力を与え，生活や木々・作物に潤いを持たせてくれることを祈りながら，

自然の保護・育成に少しでも役立てるよう，一日一日「自然の恵み」に感謝し

つつ私も小さな努力を続けていきたいと思っている。

(愛知県信用農業協同組合連合会 代表理事理事長　安藤直樹・あんどうなおき)

＜大化以前「穂の国」と呼ばれた地域がありました。愛知県の東部，西は宮路山，北は豊川

市宝川，東は豊川の中・下流域あたりに広がる国で，豊かな実りある地域でした。歴史の

流れの中で「穂の国」の名は｢愛知県東三河｣として今に受け継がれています。＞
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